
開 催 日 令和６年４月３０日

開催場所 市長公室

開始時間 午前　　　１０時００分

終了時間 午前　　　１１時３０分
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令和６年度第５回庁議　議事要旨（記録）

【付　議】
１．国立市子育ち・子育て応援施設条例案について
　説明員：子育て支援課長
（内容は別紙「庁議付議事案　審議要旨」のとおり）

【報告事項】
２．（仮称）権利擁護支援推進計画及び条例について
　説明員：福祉総務課長
　＜内　容＞
　　権利擁護支援推進計画及び条例について、計画策定スケジュールや計画骨子（案）の報
　　告があった。
３．国立市再犯防止推進計画について
　説明員：福祉総務課長
　＜内　容＞
　　再犯防止推進計画について、計画策定スケジュールや計画骨子（案）の報告があった。
　

出席者（１４名）

庁議メンバー

教育総務課長（教育部長代理）

国立市子育ち・子育て応援施設条例案に
ついて

（仮称）権利擁護支援推進計画及び条例
について

国立市再犯防止推進計画
について



議事要旨公開・時限非公開の別
①
②

庁議付議事案　審議要旨（記録）（令和６年４月３０日開催）

付議事案名：国立市子育ち・子育て応援施設条例案について 提案課　子ども家庭部　子育て支援課

決裁後公開します （※②をチェックした場合、その理由）

（庁議で集約）後公開します

１．付議事案の概要 ３．主な意見・質疑・確認事項等
１．付議目的（理由）
　国立市子育ち・子育て応援施設条例案について、庁内合意を図ることを目的に付議
するものである。

２．経過及び現状
　令和５年度に子ども家庭部内で本施設の事業検討会を立ち上げ、施設理念等につい
て検討を行った後、庁議に当該内容の報告を行った。その後、子育て支援課で条例原
案を作成し、関係各課に調整を行った。

３．具体的な措置
　令和６年第２回定例会に提案する。

【主な意見・質疑等】
　・青少年の居場所としての活用が当初の想定にあったので、その要素を
　　含めた方が良いと思う。
　　→青少年の居場所としての活用を見据え、「子育ち」の文言を入れて
　　　いる。
　・名称や愛称については議論しているか。
　　→今後、ネーミングライツ等も含めて検討を重ねていく。
　・当該施設の開館時間は２２時までか。
　　→一時預かり室については、１６時または１７時までを想定してい
　　　る。その他の施設については、今後も検討を進めていく。
　・施設内の交流スペースは占有が可能か。
　　→占有できる場合は検討したい。
　・一時預かり室については、市外利用を想定しているか。
　　→他市の状況を鑑みると、国立市内の利用が大半を占めると想定して
　　　いるが、市外利用のあり方についても検討を進めていく。

２．集約

原案の内容で確認し、事務を行っていく。


